
(57)【要約】

【課題】　製造コスト及び洗浄性を改善した湾曲可能な

支管を有する外科用内視鏡を提供する。

【解決手段】　シャフト２と該シャフト２から側方へ延

び手操作で湾曲させ得る支管３とを有する外科用内視鏡

において、前記支管を、手による湾曲操作によって永続

的に変形可能なプラスチック又は金属からなる単層パイ

プにより構成する。

【選択図】　　　　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
  シ ャ フ ト （ ２ ） と 、 該 シ ャ フ ト か ら 側 方 へ 延 び 手 操 作 で 湾 曲 さ せ 得 る 支 管 （ ３ ， １ ７ ）
と を 有 す る 外 科 用 内 視 鏡 （ １ ） に お い て 、 前 記 支 管 （ ３ ， １ ７ ） が 、 手 に よ る 湾 曲 操 作 に
よ っ て 永 続 的 に 変 形 可 能 な 材 料 か ら な る 単 層 パ イ プ に よ り 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す
る 内 視 鏡 。
【 請 求 項 ２ 】
  前 記 湾 曲 可 能 な 支 管 （ ３ ， １ ７ ） が 、 湾 曲 操 作 に よ っ て 永 続 的 な 変 形 可 能 な 金 属 か ら な
る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 係 る 内 視 鏡 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 湾 曲 可 能 な 支 管 （ ３ ， １ ７ ） が 、 高 温 に お い て 原 形 に も ど る 記 憶 合 金 か ら な る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 係 る 内 視 鏡 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 湾 曲 可 能 な 支 管 （ ３ ， １ ７ ） が 、 結 合 箇 所 （ １ ３ ， １ ０ ） に よ っ て 、 剛 性 の 金 属 か
ら な る 前 記 シ ャ フ ト （ ２ ） に 接 合 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 係 る 内 視 鏡 。
【 請 求 項 ５ 】
  前 記 結 合 箇 所 が 、 管 継 手 （ １ ０ ） と し て 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ に 係
る 内 視 鏡 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 湾 曲 可 能 な 支 管 （ ３ ， １ ７ ） が 、 ベ ロ ー ズ と し て 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ に 係 る 内 視 鏡 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 湾 曲 可 能 な 支 管 （ ３ ， １ ７ ） が 、 記 憶 合 金 製 ワ イ ヤ で 補 強 し た プ ラ ス チ ッ ク チ ュ ー
ブ と し て 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 係 る 内 視 鏡 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
  こ の 発 明 は 、 請 求 項 １ の 包 括 部 分 に 記 載 さ れ て い る 種 類 の 内 視 鏡 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
  側 方 へ 分 岐 す る 支 管 を 有 す る 医 療 用 内 視 鏡 は 、 多 く の 使 用 事 例 に つ い て 使 用 さ れ て い る
。 こ の 場 合 、 １ つ の 有 効 ダ ク ト は 、 シ ャ フ ト 内 を シ ャ フ ト 近 位 端 ま で 延 び 、 一 方 、 他 の 有
効 ダ ク ト は 、 側 方 へ 延 び る 支 管 へ 分 岐 す る 。 こ の よ う に 多 く の 内 視 鏡 の 場 合 、 真 っ す ぐ に
延 び る 有 効 ダ ク ト 内 に は 、 光 学 系 が 延 び て お り 、 側 方 へ 分 岐 す る 有 効 ダ ク ト 内 に は 、 作 業
器 具 、 例 え ば 、 湾 曲 自 在 な 鉗 子 、 カ テ ー テ ル な ど が 延 び て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
  こ の 種 の 内 視 鏡 は 、 Ｄ Ｅ １ ０ ３ ５ １ １ ８ ５ Ｂ ４ に 開 示 さ れ て い る 。 こ こ で は 、 剛 性 の 材
料 か ら な り 真 っ す ぐ に 延 び る シ ャ フ ト 内 に は 、 作 業 ダ ク ト が 延 び て い る 。 側 方 へ 分 岐 す る
支 管 内 に は 、 光 伝 送 繊 維 か ら 形 成 さ れ た 光 学 系 が 延 び て い る 。 支 管 は 、 湾 曲 自 在 に 構 成 さ
れ 、 更 に 詳 細 に い え ば 、 内 部 に 弾 性 的 に 湾 曲 自 在 な 金 属 ベ ロ ー ズ を 有 し 且 つ 外 部 に 弾 性 チ
ュ ー ブ を 有 す る 極 め て 複 雑 な 多 層 構 造 を 有 し て い る 。 こ の 構 造 の 湾 曲 自 在 な 支 管 は 、 完 全
に 、 支 管 の 湾 曲 後 に 原 形 状 に 弾 性 的 に 復 元 す る 弾 性 的 復 元 材 料 か ら な る 。 残 存 変 形 性 を 保
証 す る た め 、 支 管 は 、 そ れ 自 体 も 弾 性 材 料 か ら な る 内 部 の 複 雑 な ラ セ ン 構 造 を 有 す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
  公 知 の 永 続 的 に 湾 曲 可 能 な 支 管 の 利 点 は 、 公 知 の 構 造 の 場 合 に 、 支 管 の 端 部 に 設 け た ア
イ ピ ー ス を 好 適 な 観 察 位 置 に セ ッ ト す る た め 、 支 管 の 自 由 端 を 任 意 の 位 置 に セ ッ ト で き る
と い う 点 に あ る 。 こ の 場 合 、 湾 曲 性 は 、 支 管 を 手 で 湾 曲 で き る よ う に 、 す な わ ち 、 手 術 中
に 術 者 が そ の 都 度 所 望 の 形 状 に 支 管 を 湾 曲 で き る よ う に 、 調 整 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
  公 知 の 構 造 の 欠 点 は 、 極 め て 高 コ ス ト の 多 層 構 造 様 式 、 弾 性 材 料 か ら な る 外 表 面 の 敏 感
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性 、 及 び 少 な く と も 金 属 ベ ロ ー ズ の ま わ り の ス ペ ー ス へ の 湿 気 及 び 水 蒸 気 の 侵 入 を 招 く こ
と に な る 外 部 に 対 す る 不 十 分 な 密 封 状 態 で あ る 。 更 に 、 こ の 構 造 は 、 洗 浄 及 び 殺 菌 が 困 難
で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
  Ｄ Ｅ １ ９ ７ ５ ６ ６ ２ ９ Ａ １ に は 、 折 り 曲 げ た 形 状 に 構 成 さ れ 側 方 へ 分 岐 す る 支 管 を 有 す
る 外 科 用 内 視 鏡 が 示 さ れ て い る 。 支 管 は 、 製 造 時 に 、 対 応 す る 装 置 に よ っ て 所 望 の 形 状 に
加 工 で き る が 、 通 常 の 操 作 中 に は 剛 性 で あ り 、 手 操 作 で 術 者 の 特 殊 な 要 望 に 適 合 さ せ る こ
と は で き な い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
  Ｄ Ｅ ３ ９ ２ ３ ８ ５ １ Ｃ １ に は 、 継 手 内 の 回 転 に よ っ て 自 由 端 を 異 な る 方 向 へ 配 向 で き る
同 じ く 剛 性 の 湾 曲 状 態 の 管 部 分 を 継 手 に よ っ て 接 合 し た 側 方 へ 斜 め に 分 岐 す る 支 管 を 有 す
る 鼻 外 科 用 内 視 鏡 が 示 さ れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 Ｄ Ｅ １ ０ ３ ５ １ １ ８ ５ Ｂ ４
【 特 許 文 献 ２ 】 Ｄ Ｅ １ ９ ７ ５ ６ ６ ２ ９ Ａ １
【 特 許 文 献 ３ 】 Ｄ Ｅ ３ ９ ２ ３ ８ ５ １ Ｃ １
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
  本 発 明 の 課 題 は 、 冒 頭 に 述 べ た 種 類 の 構 造 を 製 造 コ ス ト 及 び 洗 浄 性 に 関 し て 改 善 す る こ
と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
  こ の 課 題 は 、 本 発 明 に 基 づ き 、 請 求 項 １ の 特 徴 に よ っ て 解 決 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
  本 発 明 に 基 づ き 、 支 管 は 、 手 操 作 湾 曲 に よ っ て 永 続 的 に 変 形 可 能 な 材 料 か ら な る 単 層 パ
イ プ で 構 成 さ れ て い る 。 冒 頭 に 述 べ た 種 類 の 公 知 の 多 層 構 造 に 比 し て 、 特 に 製 造 コ ス ト 及
び 洗 浄 性 を 本 質 的 に 改 善 し た 本 質 的 に よ り 簡 単 な 構 造 が 得 ら れ る 。 支 管 を 構 成 す る 材 料 は
、 例 え ば 、 極 め て 短 く て や っ と 指 先 で つ か む こ と の で き る よ う な 支 管 の 場 合 で も 、 手 操 作
で 変 形 で き る よ う に 、 変 形 容 易 で あ る 。 術 者 は 、 手 術 中 に 、 支 管 を 曲 げ る こ と に よ っ て 、
冒 頭 に 示 し た 公 知 の 構 造 の 場 合 と 同 様 に 、 術 者 の 要 望 に 支 管 を 適 合 さ せ る こ と が で き る 。
支 管 は 、 例 え ば 、 適 切 に 永 続 的 に 変 形 可 能 な プ ラ ス チ ッ ク か ら 構 成 で き る か 、 請 求 項 ２ に
基 づ き 、 適 切 に 湾 曲 可 能 な 金 属 、 例 え ば 、 軟 鉄 か ら 構 成 で き る 。 単 層 パ イ プ は 、 平 滑 な 密
閉 表 面 に よ っ て 、 極 め て 良 好 に 密 封 で き 且 つ 洗 浄 で き る よ う に 単 一 体 に 構 成 で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 支 管 は 、 請 求 項 ３ に 基 づ き 、 記 憶 合 金 、 す な わ ち 、 例 え ば 、 本 質 的 に ニ ッ ケ ル 及 び チ タ
ン か ら な り 、 湾 曲 容 易 で あ る の み な ら ず 、 特 に 高 温 に お い て も 、 湾 曲 し て い な い 原 形 に も
ど る 合 金 か ら 構 成 す る の が 有 利 で あ る 。 復 元 は 、 特 に 、 約  130℃ の 高 温 蒸 気 殺 菌 時 に 起 こ
り 得 る 。 場 合 に よ っ て は 湾 曲 操 作 を 伴 う 使 用 毎 に 、 支 管 は 、 い ず れ に せ よ 必 要 な 高 温 蒸 気
殺 菌 時 に 、 原 形 状 に も ど る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
  特 殊 合 金 か ら 形 成 さ れ た 支 管 は 、 同 一 材 料 か ら な る 内 視 鏡 シ ャ フ ト と 一 体 に 作 製 で き る
。 し か し な が ら 、 請 求 項 ４ に 基 づ き 、 シ ャ フ ト 自 体 を 、 慣 用 さ れ る 剛 性 の 湾 曲 し な い 金 属
か ら 構 成 で き る よ う に 、 支 管 を 結 合 箇 所 に よ っ て シ ャ フ ト に 接 合 す る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
  請 求 項 ４ に 記 載 の 結 合 箇 所 は 、 特 に 、 溶 接 箇 所 又 は ろ う 付 け 箇 所 と し て 構 成 で き る 。 し
か し な が ら 、 剛 性 の 金 属 合 金 を 湾 曲 可 能 な 合 金 と 、 特 に 、 通 常 の 如 く Ｎ ｉ Ｔ ｉ 合 金 と し て
構 成 さ れ た 記 憶 合 金 と 結 合 す る 場 合 、 極 め て 大 き い 問 題 、 す な わ ち 、 こ の 場 合 に 溶 接 及 び
ろ う 付 け を 排 除 す る と い う 問 題 が 生 ず る 。 し た が っ て 、 請 求 項 ５ の 特 徴 を 実 現 す る の が 有
利 で あ る 。 す な わ ち 、 上 記 特 徴 に 基 づ き 、 異 な る 材 料 か ら な る 管 部 分 を 機 械 的 管 継 手 で 結
合 し 、 密 封 す る 。 こ の 場 合 、 機 械 的 加 工 を 要 す る こ と な く 管 端 を 相 互 に 結 合 で き る よ う に
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、 管 継 手 を 構 成 す る の が 好 ま し い 。 な ぜ な ら ば 、 端 部 が 、 例 え ば 、 記 憶 合 金 又 は プ ラ ス チ
ッ ク か ら な る 場 合 、 記 憶 合 金 の 機 械 的 加 工 は 、 同 じ く 極 め て 困 難 で あ る か ら で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
  端 部 が 、 記 憶 合 金 か ら な る 場 合 、 湾 曲 に よ っ て 永 続 的 に 変 形 可 能 で あ る が 、 こ の 場 合 、
例 え ば 、 径 が 内 視 鏡 の 作 業 ダ ク ト に 必 要 な 大 き さ で あ る 場 合 は 、 大 き い 力 が 必 要 で あ る 。
こ の 場 合 、 請 求 項 ６ に 基 づ き 端 部 を ベ ロ ー ズ （ 蛇 腹 管 ） と し て 構 成 す る の が 有 利 で あ り 、
か く し て 、 湾 曲 操 作 に 必 要 な 力 を 減 少 で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
  記 憶 合 金 製 パ イ プ か ら 端 部 を 構 成 す る 代 わ り に 、 請 求 項 ７ に 基 づ き 、 有 利 に は 、 記 憶 ワ
イ ヤ で 補 強 し た プ ラ ス チ ッ ク チ ュ ー ブ か ら そ れ を 構 成 で き る 。 記 憶 ワ イ ヤ に よ っ て 、 永 続
的 変 形 性 が 得 ら れ 、 し か も 、 よ り 容 易 な 湾 曲 性 が 得 ら れ る 。 記 憶 ワ イ ヤ は 、 例 え ば 、 ラ セ
ン チ ュ ー ブ と し て 又 は 格 子 網 と し て 構 成 で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 次 に 、 本 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
  図 面 に 、 本 発 明 の 実 施 例 を 模 式 的 に 示 し た 。 図 １ に 、 例 え ば 、 膀 胱 に 挿 入 す る た め の 外
科 用 内 視 鏡 １ を 強 く 模 式 化 し た 簡 単 な 例 と し て 示 し た 。 内 視 鏡 １ は 、 剛 性 の 金 属 パ イ プ か
ら な る 長 い シ ャ フ ト ２ を 有 し 、 上 記 シ ャ フ ト か ら 、 支 管 ３ が 、 シ ャ フ ト ２ の 軸 線 に 対 し て
角 度 を な し て 側 方 へ 分 岐 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
  シ ャ フ ト ２ の 遠 位 端 ４ は 、 開 放 し て お り 、 他 方 、 シ ャ フ ト の 近 位 端 に は 、 接 続 部 ５ が 設
け て あ り 、 こ の 接 続 部 を 介 し て 、 穴 ６ （ 図 ３ ） に 光 学 系 ７ を 差 し 込 む こ と が で き る 。 こ の
光 学 系 に は 、 差 し 込 み 時 に 、 光 学 系 ７ の 固 定 の た め に 接 続 部 ５ の 穴 １ ９ に 軸 頸 ９ を 差 し 込
む こ と が で き る 対 向 部 材 ８ が 設 け て あ る 。 更 に 、 光 学 系 ７ の 近 位 端 に は 、 光 伝 送 ケ ー ブ ル
を 接 続 す る 側 方 分 岐 管 １ １ 及 び ア イ ピ ー ス １ ２ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 支 管 ３ は 、 シ ャ フ ト ２ と は 異 な る 材 料 か ら な り 、 シ ー ム １ ３ に よ っ て 接 合 さ れ て い る 。
支 管 ３ の 自 由 端 に は 、 湾 曲 自 在 な 作 業 器 具 １ ５ ， 例 え ば 、 湾 曲 自 在 な 鉗 子 、 レ ー ザ 繊 維 又
は カ テ ー テ ル を 図 示 の 態 様 で 導 入 す る た め の 導 入 部 １ ４ が 設 け て あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 支 管 ３ は 、 図 １ に 示 し た 位 置 で は 、 シ ャ フ ト ２ か ら 所 定 の 角 度 で 、 側 方 へ 斜 め に 分 岐 し
、 作 業 器 具 １ ５ を 図 示 の 位 置 に 導 入 で き る 。 所 定 の 作 業 に お い て 、 こ の 位 置 は 、 不 適 で あ
り 、 例 え ば 、 作 業 器 具 １ ５ を 光 学 系 ７ に 平 行 に 導 入 す る の が よ り 好 適 で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
  こ の た め 、 支 管 ３ は 、 プ ラ ス チ ッ ク 又 は 、 好 ま し く は 、 金 属 か ら な る 湾 曲 自 在 の パ イ プ
か ら 構 成 さ れ 、 永 続 的 に 変 形 可 能 で あ り 、 特 に 、 塑 性 変 形 可 能 で あ り 、 図 ３ に 破 線 で 示 し
た 如 く 、 任 意 の 角 度 位 置 に セ ッ ト で き る 。 湾 曲 性 は 、 指 先 だ け で 不 十 分 に つ か ん だ 場 合 に
も 湾 曲 操 作 が 可 能 で あ り 、 し か し な が ら 、 他 方 で は 、 通 常 の 作 業 負 荷 時 に 、 形 状 が 保 持 さ
れ る よ う に 、 調 整 す べ き で あ る 。 か く し て 、 支 管 ３ の 対 応 す る 湾 曲 後 、 作 業 器 具 １ ５ を 、
例 え ば 、 光 学 系 ７ に 平 行 に 又 は 垂 直 に 、 支 管 ３ の 導 入 部 １ ４ に 導 入 す る こ と も で き る 。 図
２ に 、 支 管 ３ 及 び シ ャ フ ト ２ に よ っ て 形 成 さ れ た 平 面 （ 紙 面 ） に お け る 支 管 ３ の 湾 曲 状 態
を 示 し た 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
  図 ３ の 軸 線 方 向 図 面 に 示 し た 如 く 、 支 管 ３ は 、 側 方 へ 、 す な わ ち 、 図 ２ の 紙 面 の 位 置 か
ら 湾 曲 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
  図 １ ～ ３ の 実 施 例 の 支 管 ３ は 、 例 え ば 、 永 続 的 に 湾 曲 可 能 で あ り 、 平 滑 表 面 に 基 づ き 容
易 に 洗 浄 で き 、 任 意 の 形 状 に 容 易 に 変 形 で き 、 例 え ば 、 シ ー ム １ ３ に お い て 他 の 材 料 か ら
な る シ ャ フ ト ２ に 、 例 え ば 、 レ ー ザ 溶 接 に よ っ て 結 合 さ れ る 軟 鉄 か ら 構 成 で き る 。
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【 ０ ０ ２ ４ 】
　 支 管 ３ を 構 成 す る 材 料 は 、 手 操 作 で 、 図 ２ 及 び 図 ３ に 示 し た 如 き 所 望 の 各 形 状 に 湾 曲 さ
せ 得 る よ う に 、 容 易 に 湾 曲 で き る よ う に 選 択 す る 。 か く し て 、 術 者 は 、 手 術 室 に お け る 手
術 時 に 、 支 管 を そ の 都 度 の 位 置 要 求 に 適 合 さ せ る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
  図 １ ～ ３ の 実 施 例 の 場 合 、 特 殊 材 料 か ら な る 支 管 ３ を 、 異 な る 方 法 で も 、 例 え ば 、 図 ４
に 示 し た 如 き フ ラ ン ジ 結 合 に よ っ て 、 通 常 の 材 料 か ら な る シ ャ フ ト ２ に 結 合 で き る 。 シ ャ
フ ト ２ を 支 管 ３ と 同 一 の 材 料 か ら 製 造 で き る 場 合 、 こ れ ら 双 方 の 部 材 を 同 一 の 材 料 か ら 構
成 で き る 。 し か し な が ら 、 通 常 は 、 シ ャ フ ト ２ は 剛 性 の 材 料 か ら な る の で 、 一 般 に 、 別 個
の 構 成 が 必 要 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
  図 ４ に 、 異 な る 実 施 例 を 示 し た 。 こ の 場 合 、 で き る 限 り 同 一 の 符 号 を 使 用 し た 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
  こ の 場 合 、 支 管 ３ は 、 短 く 且 つ 真 っ す ぐ で あ り 、 シ ャ フ ト ２ と 同 一 の 剛 性 の 材 料 か ら 構
成 で き る 。 支 管 の 自 由 端 に は 、 所 定 の 形 状 に 湾 曲 さ せ た 管 部 １ ７ を 固 定 接 合 し た フ ラ ン ジ
１ ０ が 設 け て あ る 。 管 部 １ ７ は 、 図 １ ～ ３ の 支 管 ３ と 同 様 に 、 手 操 作 で 湾 曲 で き る 材 料 、
す な わ ち 、 例 え ば 、 湾 曲 可 能 な 金 属 、 プ ラ ス チ ッ ク 又 は 同 様 の も の か ら な る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
  湾 曲 自 在 な 支 管 ３ 又 は ３ ， １ ７ に よ っ て 、 既 述 の 如 く 、 作 業 器 具 を 設 置 で き る が 、 作 業
器 具 は 、 湾 曲 自 在 な 光 学 系 又 は 光 伝 送 体 を 受 容 で き 、 あ る い は 、 例 え ば 洗 浄 ダ ク ト と し て
使 用 で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
  図 １ ～ ３ に 関 し て 説 明 し た 実 施 例 の 場 合 、 内 視 鏡 １ の シ ャ フ ト ２ は 、 こ の よ う な 目 的 に
適 し た 剛 性 の 材 料 、 例 え ば 、 特 殊 鋼 か ら な る 。 他 方 、 支 管 ３ は 、 図 ２ ～ ３ に 示 し た 如 く 、
湾 曲 に よ っ て 永 続 的 に 変 形 で き る 他 の 材 料 か ら な る 。 こ の 材 料 は 、 例 え ば 、 シ ー ム １ ３ ，
例 え ば 、 溶 接 シ ー ム に よ っ て シ ャ フ ト ２ に 接 合 さ れ る 軟 鉄 で あ れ ば よ い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
  し か し な が ら 、 こ の 材 料 対 の 場 合 、 す で に 、 結 合 問 題 が 生 ず る 。 通 常 は Ｎ ｉ Ｔ ｉ 合 金 と
し て 構 成 さ れ た 記 憶 合 金 は 、 そ の 良 好 な 湾 曲 性 に 基 づ き 、 支 管 ３ に 極 め て 好 適 で あ る 。 し
か し な が ら 、 記 憶 合 金 の 場 合 、 シ ー ム １ ３ に お け る シ ャ フ ト ２ の 金 属 と の 溶 接 又 は ろ う 付
け は 、 全 く 不 可 能 で あ る 。 し た が っ て 、 支 管 ３ に つ い て 、 他 の 合 金 、 特 に 、 記 憶 合 金 を 使
用 し た 場 合 、 図 ４ に 基 づ い て 同 図 に 示 し た 符 号 を 参 照 し て 説 明 し た 構 造 を 使 用 す る の が 有
利 で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 支 管 は 、 例 え ば 、 シ ャ フ ト ２ と 同 一 の 材 料 か ら 構 成 で き シ ャ フ ト に 問 題 な く 結 合 で き る
始 端 部 分 ３ か ら な る 。 実 施 例 の 場 合 、 支 管 の 別 個 の 管 端 部 分 （ 管 部 ） １ ７ は 、 適 切 な 湾 曲
自 在 の 材 料 、 特 に 、 記 憶 合 金 又 は 、 例 え ば 、 プ ラ ス チ ッ ク か ら な る パ イ プ か ら 構 成 す る 。
支 管 の 部 分 ３ ， １ ７ は 、 相 互 に 溶 接 で き な い の で 、 こ れ ら の 部 分 は 、 特 に 、 管 継 手 １ ０ に
お い て 管 端 部 分 １ ７ の 端 部 を 真 っ す ぐ に 切 断 で き る よ う に 構 成 さ れ た 、 す な わ ち 、 管 結 合
の た め に 加 工 す る 必 要 の な い 管 継 手 １ ０ に よ っ て 結 合 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
  適 切 な 管 継 手 は 、 例 え ば 、 通 水 パ イ プ を 洗 浄 容 器 に 結 合 す る た め の 衛 生 技 術 か ら 公 知 で
あ る 。 管 継 手 は 、 密 封 を 行 う ス ク イ ズ ね じ か ら 構 成 さ れ 、 双 方 の 管 部 分 ３ ， １ ７ を 囲 み 、
湾 曲 自 在 の 管 端 部 分 １ ７ を 大 き い 力 で 湾 曲 す る 際 に 、 部 分 ３ ， １ ７ の 間 で 確 実 な 力 伝 達 を
行 う パ イ プ を 有 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
  こ の よ う な 実 施 例 の 場 合 、 管 端 部 分 １ ７ の み が 湾 曲 可 能 で あ り 、 任 意 の 態 様 で 、 例 え ば
、 図 ２ に 示 し た 態 様 で 、 あ る い は 、 図 ３ に 示 し た 如 く 、 側 方 湾 曲 態 様 で も 湾 曲 で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
  記 憶 合 金 か ら な る 平 滑 な パ イ プ は 、 す な わ ち 、 図 ４ に 示 し た 管 端 部 分 １ ７ の 如 く 、 図 示
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の 径 範 囲 で は 湾 曲 困 難 で あ る 。 し た が っ て 、 記 憶 合 金 か ら な る 管 端 部 分 １ ７ は 、 ベ ロ ー ズ
と し て 構 成 で き （ 図 示 し て な い ） 、 か く し て 、 更 に 容 易 な 湾 曲 性 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
  他 の 実 施 例 （ 図 示 し て な い ） の 場 合 、 管 端 部 分 １ ７ は 、 記 憶 合 金 製 ワ イ ヤ で 強 化 し た プ
ラ ス チ ッ ク チ ュ ー ブ か ら 構 成 す る こ と も で き 、 こ の 場 合 、 ワ イ ヤ は 、 例 え ば 、 ラ セ ン 状 又
は 網 状 に 構 成 さ れ る 。 弾 性 復 元 の 傾 向 が あ る プ ラ ス チ ッ ク は 、 変 形 可 能 状 態 に 保 持 さ れ る
記 憶 ワ イ ヤ に よ っ て 、 湾 曲 後 に 永 続 的 に 新 し い 形 状 に 保 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
  湾 曲 自 在 な 支 管 の た め に 記 憶 材 料 を 使 用 し た 場 合 、 記 憶 材 料 、 例 え ば 、 Ｎ ｉ Ｔ ｉ 合 金 は
、 高 温 に お い て 始 め の 湾 曲 状 態 に も ど る よ う に 、 調 整 で き る 。 復 元 温 度 と し て 、 殺 菌 に 必
要 な オ ー ト ク レ ー ブ 操 作 に お い て 内 視 鏡 が 達 す る 温 度 、 す な わ ち 、 例 え ば 、  130℃ の 温 度
を 選 択 で き る 。 次 い で 、 支 管 の 湾 曲 が 必 要 で あ る 手 術 の た め に 、 内 視 鏡 １ を 使 用 で き る 。
手 術 終 了 後 、 オ ー ト ク レ ー ブ 操 作 時 に 、 支 管 は 、 そ の 始 め の 形 状 に も ど り 、 次 の 手 術 時 に
、 他 の 形 状 に 湾 曲 さ せ る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ７ 】
【 図 １ 】 側 方 へ 延 び る 支 管 を 有 す る 本 発 明 に 係 る 内 視 鏡 の 実 施 例 を 示 す 側 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 支 管 の 湾 曲 可 能 性 を 示 す 図 １ に 示 し た 実 施 例 の 部 分 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 他 の 湾 曲 状 態 を 示 す 図 ２ の 線 ３ － ３ に 沿 う 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 回 動 フ ラ ン ジ 継 手 を 有 す る 他 の 実 施 例 を 示 す 部 分 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ８ 】
  １   内 視 鏡
  ２   シ ャ フ ト
  ３   支 管
  ４   シ ャ フ ト の 遠 位 端
  ５   接 続 部
  ６   穴
  ７   光 学 系
  ８   対 向 部 材
  ９   頸 軸
  １ ０   フ ラ ン ジ （ 管 継 手 ）
  １ １   分 岐 管
  １ ２   ア イ ピ ー ス
  １ ３   シ ー ム
  １ ４   導 入 部
  １ ５   作 業 器 具
  １ ７   管 部 （ 管 端 部 分 ）
　 １ ９ 　 穴

10

20

30

(6) JP 2008-12302 A 2008.1.24



【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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